
発生届の全数届出見直し（9/26開始）

ü 発生届の対象は、高齢者や重症化リスクの高い方等とする。（全国一律）

ü 発生届の対象にならない方も含めて、感染者の総数・年代は引き続き報告
（発熱外来からの報告＋陽性者登録センターへの診断登録数）

【発生届の対象者】
• ６５歳以上の方
• 入院を要する方
• 重症化リスクがあり、
かつ、新型コロナ治療薬の投与又は酸素投与が必要な方

• 妊婦の方
※入院や重症化リスク・治療については医師の判断



発生届の対象外となる方へのフォローアップ

検査キット
で陽性

発熱外来
を受診、
陽性

（診断）

陽性者登録ｾﾝﾀｰ
に登録

＜フォローアップメニュー＞

健康観察
配食・パルス
宿泊療養
を希望する方
は全て登録

Ø MY HER-SYSを活用した健康観察

Ø 配食サービス、
パルスオキシメーター貸出

Ø 宿泊療養
（診断）

※ 陽性者登録センターに登録しない方も、一般相談や体調急変時の医療相談の利用、発熱外来の再診可能
※ 医療機関による健康観察等支援事業は、発生届の対象となる方のみ実施

Ø 発熱外来（再診）

Ø 一般相談（うちさぽ東京）

Ø 医療相談（うちさぽ東京）
⇒フォローアップセンターにつなぎ、
入院・往診など緊急時の対応

発生届の対象外となる方（若い軽症者等）に対しては、以下のようにフォローアップしていく



状態に応じた診療・検査

【発生届対象外の患者】
・上記以外の方
（症状が軽い65歳未満の方など）

【発生届対象の患者】
・65歳以上の方
・入院を要する方
・重症化リスクあり、かつ、コロナ
治療薬又は酸素投与が必要な方
・妊婦の方

検査キットを活用し検査
→検査キット申込
→陽性者登録センターへ

診療・検査医療機関へ

陽性の
場合



診療・検査医療機関で診断を受けた方

〇 発生届対象外の方
１ 療養中の支援を希望する方は東京都陽性者登録センターに登録

２ 体調不安や療養中の困りごとは、うちさぽ東京へ相談

■ My HER-SYSによる健康観察
■ 食料品やパルスオキシメーターの配送
■ 都の宿泊療養施設等での療養

〇 発生届対象の方
保健所等からの連絡に従って療養

0120-670-440 （毎日：２４時間）

診療・検査医療機関では、診断した患者に対して以下の通りご案内する

・65歳以上の方 ・入院を要する方 ・妊婦の方
・重症化リスクがあり、かつ、新型コロナ治療薬又は酸素投与が必要な方



宿泊療養施設

保健・医療提供体制の全体像

発熱相談
センター

700回線に増

行政検査
約10万件/日

入
院

酸素・医療提供ステーション

医療機関

感染拡大時療養施設

緊急・困難事案への対応

陽
性 うちさぽ東京

(自宅療養ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ)
医療相談は
FUCに転送

入院調整

都民の不安解消

業務の重点化・ＤＸ化

都民

無料検査
約5万件/日

集中的検査
頻回実施

検査キット配布
濃厚接触者
有症状者

モニタリング サーベイランス（変異株PCR等） 専門家による知見
（東京ⅰＣＤＣ専門家ボード、医療体制戦略ボード）

ＦＵＣと協力

４５８床

１３，０００室稼働
（レベル２）

確保病床７，２６２床
（レベル２） 医療機能強化型

高齢者等医療支援型
妊婦支援型

４０９床稼働

※

保健所

発生届対象外（9/26～）

不安な方に対して、
健康観察サービスを提供

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ
(FUC)

往診体制
の強化

経口薬
中和抗体

提供体制
確立

都内全域

ｵﾝﾗｲﾝ診療

広域実施
医療機関
指定

子どもへの

往診

拡大

※陽性者登録センターに登録しない方も、一般相談や体調急変時の医療相談の利用、発熱外来の再診可能

拡大

診
療
・検
査
医
療
機
関

発熱外来
再診

体調変化時自宅療養中

各種相談

My HER-SYS

健康観察

うちさぽ東京
配食・ﾊﾟﾙｽ

宿泊療養
（直接申込）

陽性

検査

陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー



宿泊療養施設

保健・医療提供体制の全体像

直接申込

111

発熱相談
センター

700回線に増

検 査
行政検査
約10万件/日

要
入
院

宿
泊
療
養

自
宅
療
養

陽性判明直後からの観察

比較的症状が重く、入院と
なる可能性がある方等

その他の発生届の
届出対象となる方

入
院 酸素・医療提供ステーション

医療機関

感染拡大時療養施設

往診体制
の強化

経口薬
中和抗体

提供体制
確立

都内全域

ｵﾝﾗｲﾝ診療

広域実施
医療機関
指定

保健所

緊急・困難
事案への
対応

診
療
・検
査
医
療
機
関

陽
性

診
断･

療
養
方
針

入
院
判
断

入
院
不
要

医
師
等
が
健
康
観
察

保健所

医療機関

入院調整

療養調整

都民の
不安解消

業務の
重点化・ＤＸ化

都民

子どもへの

往診

無料検査
約5万件/日

集中的検査
頻回実施

モニタリング サーベイランス（変異株PCR等） 専門家による知見
（東京ⅰＣＤＣ専門家ボード、医療体制戦略ボード）

FUCと協力

４５８床

診療・検査医療機関が
観察継続

検査キット配布
濃厚接触者
有症状者

医療機能強化型
高齢者等医療支援型
妊婦支援型

１３，０００室稼働
（レベル２）

確保病床７，２６２床
（レベル２）

４０９床稼働

発生届対象者（変更なし）

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟｾﾝﾀｰ
(FUC)

うちさぽ東京

配食・パルス



＜オミクロン株対応ワクチン接種の開始＞
9/22～ 現行の４回目接種対象者に加え、エッセンシャルワーカーへの接種を実施
10/6～ 全ての３回目・４回目接種対象者への接種に拡大

会場名

使用ワクチン
最大接種
規模 備考

ファイザー モデルナ ノババックス
従来株対応
１～３回目

オミクロン株対応
3・4回目
【※１】

従来株対応
1～３回目

オミクロン株対応
3・4回目
【※１】

1～3回目

都庁北展望室 ● ● ● ● ● 1,500 回/日 【※２】現在の在庫限りで終了予定
【※３】３回目接種は10月5日まで

行幸地下 ● ● 4,000 回/日 ー

立川南 ● ● ● 1,500 回/日 【※２】現在の在庫限りで終了予定
【※４】ドライブスルー接種は継続

三楽病院 ● ● ● 800 回/日
【※５】小児の１～３回目接種も実施
（親子接種に対応）

【※６】9月29日から開始

合 計 7,800 回/日

都・大規模接種会場（9月22日～）

【※１】オミクロン株対応ワクチンによる３回目接種は、10月6日より開始予定

【※４】

【※５】

【※３】【※２・※３】

【※６】 【※６】

・予約なし
接種実施

・団体接種
に対応


